自閉スペクトラム症及びその傾向のある者の母親が子どもを理解するプロセスの質的研究  ―気づきから青年期まで― by 吉田 沙耶華 & Sayaka Yoshida













 自閉スペクトラム症（以下 ASD）は 1943 年に Kanner, L が「情緒的接触の自閉的障害」の論文を
発表して以降、多くの議論がなされてきている。自閉症研究が始まった当初は、『自閉症』（以下、『 』
の障害名は出典元で使用された名称をそのまま引用）は後天的な障害と考えられ、母子関係に原因が
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（2）母親がわが子の障害を受容するプロセス 
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1．予備調査 
 本調査の半構造化面接で用いる質問項目の検討を目的として 2018 年 3 月に予備調査を行った。協
力者は、研究者の知人を介して紹介された、18 歳以降の ASD 者の母親 1 名である。研究者が作成し、





指導教員の知人を介して、協力者を募集した。事前に研究の趣旨を伝え、同意を得られた 8 名の 18
歳以上の ASD 者及びその傾向のある者の保護者に調査を行った。なお協力者は 8 名全員が母親であ
った。協力者の属性を表 1 に示す。 
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3．調査手続き 
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Ⅲ．結果 
1．概念生成 
M-GTA による分析を行った結果、最終的に 53 個の概念、19 個のカテゴリー、4 個のコアカテゴリ
ーが抽出された。それらをまとめて文章化し、ストーリーラインを作成した。また、これらの概念と
カテゴリーの関係を図化し、結果図としてまとめた。 
以下、本文中では、コアカテゴリーを【  】、カテゴリーを[   ]、概念を〈  〉として示す。 
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3．結果図 
 
図 1 結果図 
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[ 改善策 ] 
【状況を変える】 













[ 自分を振り返る ] 
〈支援に対する苦々しい思い〉 
〈危惧が現実に〉 














[ 子ども理解のゆらぎ ] 
〈支援者の力量〉 
〈運の良さ〉 






















[ 不思議に思う ] 
〈信頼できる専門家を求めていく〉* 
〈勉強する〉* 









[ 親が熟慮する ] 
〈環境変化への懸念〉 




[ 妨げ ] 
〈  〉概念 













 〈何か変だ〉は 8 人全員から抽出された概念であり、ASD 児をもつ母親の多くが経験していると考
えられる。母親が同年代の子どもやきょうだいと比較して、〈何か変だ〉と子どもの状態を[不思議に
思]っているからこそ、〈受診の後押し〉を受け、受診へと至る。 
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害の告知を行うかによって、その後の母親の心情や障害受容過程は大きく左右されると考えられる。
だが、専門的医療機関を確保済みの 22 団体の管内に所在する専門的医療機関から 27 機関を抽出し、
調査した結果、初診待機者数は、約 4 割の医療機関が 50 人以上となっており、初診待機日数は、半
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 その一方で、父親の協力をあまり受けずに、母親が 1 人で子育てをしている場合もあり、以下のよ
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